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＊昭和 38年(1963年)9月 10日版「東京天文台見学案内」収蔵 

今まで、何回か東京天文台見学案内を紹介して来た。古い見学案内を収蔵する度にアー

カイブ室新聞に記事を書いているが、今回は昭和 38 年 9 月 10 日発行のものである。現在

では見学ガイドとして天文情報センターが発行して無料で見学者に配っているが当時は職

員組合が発行して有料で頒布して組合活動の資金にしていた。今までに、昭和 24年（1949

年）版（第 250 号）、昭和 26 年（1951 年）版（アーカイブ室新聞第 123 号）、昭和 27 年

(1952 年)版（第 259 号、第 434 号）、昭和 43 年(1968 年)版（第 321 号、第 323 号）が掲

載されている。 

今回の昭和 38年版は東京天文台岡山天体物理観測所、堂平観測所が開設されて間もなく

であるから、それらの観測所に力を入れて紹介してある。しかし昭和 35年開設の岡山天体

物理観測所の方が堂平観測所より後ろのページになっている。やはり三鷹の人にとっては、

岡山は遠い存在だったことがうかがわれる。なにしろ新幹線はない時代で観測には夜行寝

台列車を使って通った時代であった。写真 1が昭和 38年版の見学案内の表紙である。 

 

            写真 1 昭和 38年版見学案内の表紙 

この表紙にあるように 65cm屈折望遠鏡が現役である。4ページには当時の木造本館（一）



が載っているように、現在の中央棟と呼ばれている本館が建設される前である。写真 2 が

構内案内図、3ページに構内案内図に掲載されている施設名と「はじめに」という挨拶が載

っている。 

   

               写真 2 構内案内図 

    

           写真 3 構内案内図の施設名とはじめに 

 4ページには本館(ニ)、電波望遠鏡を手前に天文台構内の口径の写真が掲載され、東京天



文台の研究部の紹介がある(写真 4)。 

    

                    写真 4 

 5ページには、現在は存在しない天文時部の紹介があり、水晶時計が紹介されており、ま

だ原子時計がなかったことが分かる（写真 5）。 

    

                 写真 5 

6ページには写真天頂筒（Photographic Zenith Tube）の観測室と望遠鏡の頭部の写真が



掲載されている。この写真天頂筒が日本の時刻決定に使われて 11年目であった(写真 6)。 

   

             写真 6 写真天頂筒（PZT） 

次は子午環の紹介である。この子午環はフランス製のゴーチエ子午環で大砲のような望

遠鏡である(写真 7)。 

   

写真 7 ゴーチエ子午環 

8ページには三鷹国際報時所跡にあった経度研究室の紹介があり、時計の国際比較が行わ



れ、日本の標準時を 10万分の 1の精度で保持していたとある（写真 8）。 

   

            写真 8 経度研究室 

9ページには電波望遠鏡の説明がある。10mパラボラ赤道儀太陽電波望遠鏡の美しい姿が

載っている（写真 9）。 

   

              写真 9 今ない電波望遠鏡 

10 ページには 24m 球面電波望遠鏡が紹介されている。この電波望遠鏡はそれまでの金網



ではなく金属板でできていたのでセンチ波まで観測できた。通称競輪場と呼ばれていた（写

真 10）。 

   
          写真 10 24m球面電波望遠鏡 

11ページには東京天文台で象徴的な 65cm 屈折望遠鏡が紹介されており、光電観測、掩蔽

観測、分光観測が行われていたとある（写真 11）。 

  

           写真 11 65cm屈折望遠鏡とドーム 

12ページには太陽の黒点のスケッチ観測していた 20cm屈折望遠鏡の紹介がある。スケッ



チ観測をしているのは田中幸明氏である（写真 12）。黒点のスケッチ観測は 1998 年まで続

けられた。 

   

       写真 12 太陽黒点スケッチ観測に使われた 20cm屈折望遠鏡 

13ページにはクック 30cm 屈折望遠鏡が紹介されている。このページはよく読むと歴史的

な記録事項が書かれている（写真 12）。 

  

写真 13 kukku30cm屈折望遠鏡 



 14 ページには、ブラッシャー天体写真儀の写真、説明がある。この望遠鏡で新しい小惑

星がいくつか発見されている（写真 14）。 

    

            写真 14 20cm ブラッシャー天体写真儀 

15ページには太陽単色写真儀（モノクロが紹介してある（写真 15）。 

 

        写真 15 太陽単色写真儀（モノクロ） 

 16 ページには、当時、三鷹にあった人工衛星観測用シュミットカメラ（ベーカーナンカ



メラ）が載っており、人工衛星の位置を 1000 分の 1秒の精度で撮影できると書かれている

（写真 16） 

    

         写真 16 三鷹時代のベーカーナン人工衛星追跡カメラ 

 ページ 17 には、塔望遠鏡が紹介されている。当時はタワーと呼ばれていた（写真 17）。 

    

             写真 17 太陽塔望遠鏡（タワー） 

18ページには、乗鞍コロナ観測所の 12cm コロナグラフ、乗鞍コロナ観測所の冬景色の写



真が載っている（写真 18）。 

    

         写真 18 乗鞍コロナ観測所の 12cmコロナグラフ 

  19 ページには堂平観測所の 91cm 反射望遠鏡、ドームの写真がある（写真 19）。 

    

         写真 19 堂平観測所の 91cm反射望遠鏡 

 この堂平観測所の 91cm反射望遠鏡は、日本で本格的な天体写真儀として製作されたもの

である。姉妹機に岡山天体物理観測所の 91cm 光電赤道儀と呼ばれる望遠鏡がある。 



 20、21 ページは岡山天体物理観測所の紹介である。写真 20 が観測所の二つのドームと

91cm光電赤道儀と呼ばれた望遠鏡である。写真 21が 188cm 反射望遠鏡である。 

    

         写真 20 岡山天体物理観測所 91cm 光電赤道儀 

    

           写真 21 岡山天体物理観測所の 188cm 反射望遠鏡 

 22ページには、堂平観測 91cm 反射望遠鏡主焦点で撮影されたいて座の 3裂星雲、三鷹の

ブラッシャー天体写真儀で撮影された池谷彗星(1963.a)が並んで載せられている(写真 22)。 



    

    写真 22 91cm望遠鏡の 3裂星雲、ブラッシャー天体写真儀による池谷彗星 

 最後のページには、岡山天体物理観測所の 188cm 望遠鏡によるオリオン星雲の写真が載

っている（写真 23）。 

    

         写真 23 188cm望遠鏡によるオリオン大星雲 

このように、ほぼ 50 年を経た東京天文台の見学案内は、歴史を語っており、更新された

新旧の望遠鏡の写真があり、両方の望遠鏡で撮影された天体が載せられているなど、興味



深い点もある。また、三鷹で編集される東京天文台の見学案内では、遠く離れた岡山天体

物理観測所で撮影された見事なオリオン星雲が小さく扱われていることも読み取れる。こ

の見学案内に掲載された望遠鏡の内、50 年を経て現役で働いている望遠鏡は、岡山天体物

理観測所の 188cm 望遠鏡、91cm 望遠鏡の 2 つのみである。姿をとどめて準備段階の博物館

に存在している望遠鏡として写真天頂筒（PZT）、ゴーチエ子午環、65cm 屈折望遠鏡、20cm

屈折望遠鏡、ブラッシャー天体写真儀、太陽単色写真儀、太陽塔望遠鏡がある。まったく

この世を去った望遠鏡としては、10mパラボラ太陽電波赤道儀望遠鏡、24m球面電波望遠鏡

がある。また、かすかな痕跡を残しているものとして 12cmコロナグラフ、30cmクック屈折

望遠鏡があり、他の施設に引き取られ余生を送っているものとして、堂平観測所（既に閉

所された）の 91cm反射望遠鏡、ベーカーナン人工衛星追跡望遠鏡がある。 

やはり、50年の歳月は歴史を感じさせるものがある。 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


